
整理番号
■ 総合計画（後期基本計画）

１ 関連する個別計画

平成23年度～

平成27年度

平成22年度～

平成26年度

２ 施策目的（何を対象にどのような状態にしたいのか・どのような状態に持っていきたいのか）

３ 目標値など

（H17） （H20） （現状）

低年齢児保育利用児童数 265人 H16 275人 H21 419人 H23 360人 H26

延長保育利用児童数 30人 H16 34人 H21 68人 H23 50人 H26

休日保育実施保育所数 新規 － 0か所 H21 2か所 H23 6か所 H26

一時預かり保育延べ利用児童数 新規 － 366人 H21 604人 H23 600人 H26

病後児保育（施設型）実施数 新規 － 0か所 H21 0か所 H23 1か所 H26

放課後児童クラブ利用児童数 65人 H16 303人 H21 303人 H23 330人 H26

子育て支援センターの設置数 新規 － 6か所 H21 6か所 H23 7か所 H26

ファミリーサポートセンターの登録会員数 新規 － 73人 H21 137人 H23 350人 H26

（現状）

京丹後市保育所再編等推進計画 市立保育所数 27保育所 Ｈ22 27保育所 H23 16保育所 H27

保育所数 29か所 H21 27保育所 H23

通常保育定員数 2,510人 H21 2,450人 H23 2,325人 H26

低年齢児（3歳未満）定員数 275人 H21 419人 H23 360人 H26

延長実施保育所数 7か所 H21 7か所 H23 10か所 H26

延長保育定員数 34人 H21 68人 H23 50人 H26

夜間保育事業 未実施 H21 未実施 H23

トワイライトステイ 未実施 H21 未実施 H23 1か所（定員5人） H26

休日保育事業 未実施 H21 2か所 H23 6か所（定員100人） H26

放課後児童クラブ事業実施数 10か所 H21 11か所 H23 11か所 H26

放課後児童クラブ事業定員数 H21年度入所児童数は303人 250人 H21 275人 H23 330人 H26

病後児保育事業（派遣型） 未実施 H21 未実施 H23 検討 H26

病後児保育事業（施設型） 未実施 H21 未実施 H23 1か所（日数：50日） H26

ショートステイ H20 1か所（360人） H23 H26

一時預かり保育事業 H21 6か所（604人） H23 H26

特定保育事業 未実施 H21 未実施 H23 検討 H26

開設数 1か所 H21 1か所 H23 1か所 H26

おねがい会員数 35人 H21 87人 H23 会員数の増加 H26

まかせて会員数 30人 H21 41人 H23 会員数の増加 H26

両方会員数 8人 H21 9人 H23 会員数の増加 H26

地域子育て支援センター事業 6か所 H21 6か所 H23 7か所 H26

つどいの広場事業 未実施 H21 未実施 H23 2か所 H26

乳幼児家庭全戸訪問事業 全ての出生児家庭 H21 H23 全ての出生児家庭 H26

養育支援訪問事業 40人 H21 31人 H23 該当する全ての児童 H26

相談員数 10人 H21 10人 H23 10人 H26

開催回数 週4回 H21 週4回 H23 週4回 H26

介護職員数 17人 H21 26人 H23 20人 H26

開催回数 週5回 H21 週5回 H23 週5回 H26

教育相談員数 1人 H21 1人 H23 1人 H26

開催回数 月2回 H21 月2回 H23 月2回 H26

適応指導教室事業 未実施 H21 未実施 H23 1か所 H26

異世代交流事業 実施 H21 実施 H23 実施 H26

子育て情報誌等 作成・配布 H21.6 未実施 H23 3年に一度の発行

子育てパンフレット 継続して配布 H21 継続して配布 H23 H26

要介護児童対策地域協議会 設置 H18.8 設置 H18.8 継続 H26

ケース会議 随時開催 H21 随時開催 H23 H26

ケース進行管理会議 2～3月毎に開催 H21 2か月毎に開催 H23 H26

14 59 11 48 50 57 58 19 22 24 68 69 78 # 80

４ 評価結果一覧

1

2

1 子育てと仕事の両
立支援

教育相談員設置事業

子育てネットワークの構築

保育所の社会福祉法人営
化に併せて検討

その他の地域におけ
るネットワークの検討
その他の地域におけ
るネットワークの検討

予算額（単位：千円） 事務事業評価結果 施策評価結果

個別
計画

個別計画名称 指標名

S
現状維
持民間のゆうかり乳児保育所に乳幼児の保育を委託、峰山・網野保育所の運営を社会福祉法人へ委託 (133,578)

－ － 1
国・
一部

－ － －
215,701 230,773

義務 －
保育業務委託事業 子ども未来課

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

18

子育ての支援

生涯学習都市 所管部局長の氏名

中村 悦雄

所管部局

健康長寿福祉部

教育委員会事務局 吉岡 喜代和

施 策 評 価 調 書

施策名

政策名

①

Ⅳ

H23決算額 H24予算額

（一般財源）

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

4

関与必要性

国規
定

国・
一部

サー
ビス

市民 直・委

施 策
貢献度

今後の
方向性説明数値

S
現状維
持

2
民間補完
福祉増進

単独
事業

－
放課後の家庭保育が欠ける児童に対して遊び・生活の場を提供(平均児童数303人)

根拠
法令

109,337 116,759放課後児童健全育成事業 子ども未来課

(65,391)

備考

京丹後市保育所再編等推進計画
将来にわたり子どもたちにとってより良い保育を保障するため、地域の特性に配慮しながら、小規模保育所等の統廃合及
び社会福祉法人への運営委託等を具体的に進めるために策定

平成23年3月

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

京丹後市次世代育成支援対策行
動計画（後期計画）

次世代育成支援対策推進法に基づき策定した前期計画について、社会情勢等の変化はもとより、子どもと子育て家庭を取
り巻く現状・意識や前期計画の進捗状況等を十分踏まえ、次代を担う子どもと子育て家庭への支援を総合的・計画的に推
進することを目的として、後期計画を策定。

平成22年3月

1か所（利用延人数：
303人）

5か所（利用延人数：
366人）

1か所（利用延人数：
300人）

7か所（利用延人数：
600人）

全ての出生児家庭
（398人）

No. 施策目的 関連する施策方針

1 1 子育てと仕事の両立支援

2
2 子どもの健やかな成長支援

5 子どもの個性・創造性を育む環境整備

総合
計画

めざす目標
指標名 総合計画作成時

みんなで支え合う子育て環境をめざします

多様なサービス提供をめざします

後期基本計画作成時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度 （H26） 年度

説明・備考

京丹後市次世代育成支援対策行動計画（後
期計画）

延長保育事業

通常保育事業

ファミリーサポートセンター
事業

心の教育相談員設置事業

介護職員設置事業

計画策定時 H23年度実績値 目標

年度 年度 年度

核家族化、少子化、共働き家庭の増大と就労形態の変化に伴う多様な保育ニーズに対応し、子育てと仕事の両立支援を目指す。

3

3 地域における子育ての支援

4 子どもの人権擁護の推進

5 子どもの個性・創造性を育む環境整備

子育ての不安・悩みなどに応じる子育て支援センターや家庭子ども相談室などの相談窓口の充実と、子育て家庭への支援を社会全体で取り組む体
制整備を目指す。

老朽化施設の整備、適正な規模の子ども集団の確保、学校教育と保育の一体的な提供など、地域特性に配慮しながら保育所施設の整備を進めると
ともに、放課後児童クラブの拡充などによる子どもの健やかな成長支援を目指す。

各健診・事業で継続配布

保育所再編等推進計画にて設定

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ
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予算額（単位：千円） 事務事業評価結果 施策評価結果

施策方針 事務事業

事業内容（実績） 担当課

H23決算額 H24予算額

（一般財源）

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性 施 策
貢献度

今後の
方向性説明数値

単独
事業

根拠
法令

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

1

1

1

2

５．今後の施策展開について

－ －－

法人 補
5,448 5,448 市規

定

計
3,428,918 2,362,394

(868,595)

現状維
持

5 子どもの個性・創
造性を育む環境整備

2 子どもの健やかな
成長支援

3 地域における子
育ての支援

4 子どもの人権擁
護の推進

－ － －

含む
保育所保育事業等補助金 子ども未来課

A
民間保育所「ゆうかり乳児保育所」で、延長保育などの受入体制充実 (1,916)

4
民間補完
福祉増進

1
府・
一部

サー
ビス

児童入所施設措置事業 生活福祉課 252 1,023
義務 － A

現状維
持DV等被害者を生活支援施設に保護(2世帯4人)、経済的に入院助産が受けれない妊産婦に助産施設を提供(1件) (287)

－ － 3
国・
一部

子ども手当支給事業 生活福祉課 1,024,494 990,850
義務 － A

現状維
持中学校修了前までの子どもを養育する家庭に子ども手当を支給 (152,266)

－ － 1
国・
一部

児童扶養手当等支給事業 生活福祉課
－ － －

225,041 224,960
義務 － A

現状維
持ひとり親家庭・障害のある児童の養育家庭にを支給(受給者：児童扶養手当479人、特別児童扶養手当101人) (150,060)

－ － 1
国・
一部

地域子育て創生事業 子ども未来課 施設
整備

市民 直
11,690 -

なし 含む A
現状維
持老朽化遊具の撤去(14基)及び更新(15基)、子育て教室における体験学習用備品の購入 -

5
生活支援
安全網

2
府・
一部

児童福祉総務一般経費 子ども未来課 内部
管理

－ －
829 750

なし 含む A
現状維
持児童福祉全般に係る事務の経費及び公用車管理経費 (750)

－ － 2単費

保育所管理運営事業 子ども未来課
－ － －

177,266 177,190
義務 － S

現状維
持市内保育所の施設維持管理(保育所数：25保育所、入所児童数1,454人) (72,984)

－ － 2単費

保育所施設耐震化事業 子ども未来課 施設
整備

市民 直・委
142,031 37,877

なし 含む S 縮小
峰山及び久美浜管内の仮設保育所の整備と通所ﾊﾞｽの購入等 (7,377)

4
民間補完
福祉増進

2単費

大宮北保育所整備事業 子ども未来課 施設
整備

市民 直・委
953,335 -

なし 含む S
終了・
廃止新保育所施設建築工事、統合に伴う通所ﾊﾞｽ(3台)、低年齢児保育実施用保育備品の購入 -

4
民間補完
福祉増進

2
国・
一部

保育所一般経費 子ども未来課 サー
ビス

市民
直・委・
補・負

547,737 547,582
なし 含む S

現状維
持保育所における保育実施の必要経費(臨時保育士雇用、児童の健康管理経費、給食調理業務) (264,840)

4
民間補完
福祉増進

2
国・
一部

保育所施設耐震化事業【明許繰越】 子ども未来課

平成23年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (7,307)
平成23年度から平成24年度への繰越事業

- 7,307

峰山町域の4保育所の統合保育所が完成するまでの間の仮設保育所の借り上げ (4,133)

- 4,133
平成24年度新規事業

峰山統合保育所整備事業 子ども未来課

久美浜統合保育所整備事業 子ども未来課

久美浜町域の3保育所の統合保育所が完成するまでの間の仮設保育所の借り上げ

- 2,886

(86)
平成24年度新規事業

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課 サー
ビス

市民 直
929 1,486

なし 含む A
現状維
持生後2か月～小学校3年生の子供を持つ親への援助活動(ｽｷﾙｱｯﾌﾟ講習会、子育て講演会の実施) (743)

4
民間補完
福祉増進

3
国・
一部

子育て支援ｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課 サー
ビス

市民 直
9,561 10,881 市規

定
含む A

現状維
持保育所入所前の育児支援活動を行う子育て支援ｾﾝﾀｰ(市内6か所)の運営・子育て講演会の実施 (5,441)

4
民間補完
福祉増進

3
国・
一部

子育て短期支援事業 子ども未来課
－ － －

1,752 1,709
義務 含む A

現状維
持保護者の疾病等により、養育が一時的に困難となった小学4年生までの児童の養育事業(利用延児童数360人) (855)

－ － 3
国・
一部

家庭こども相談室事業 子ども未来課 サー
ビス

市民 直
1,888 249 市規

定
含む S

現状維
持課題のある児童・家庭への相談援助活動・訪問指導等の実施(児童相談等取扱件数222件) (125)

5
生活支援
安全網

3
国・
一部

子ども未来まちづくり審議会事業 子ども未来課
3単費

内部
管理

－ －
子ども未来まちづくり審議会(3回開催、次世代育成支援対策行動計画等の進行管理)開催経費 (161)

－
85 161 市規

定
含む

民生施設災害復旧事業 子ども未来課 施設
整備

市民 委
1,542 -

なし 含む C
終了・
廃止平成23年の台風2号豪雨により被災した峰山保育所園庭側法面崩落部分の復旧工事 -

4
民間補完
福祉増進

1単費

ひとり親家庭自立促進計画策定事業 生活福祉課

(170)

- 170
隔年実施事業

次期計画の策定に向けてｱﾝｹｰﾄ調査を実施

自立支援教育訓練給付金事業 生活福祉課

母子家庭の自立促進を図るため、職業能力開発の取組み支援として給付金を交付 (125)

- 200
平成23年度事業未執行

補完・代替措置などがある場合は、その内容

A
現状維
持

－

財源が減少していく
中で、効率的・効果
的に施策を推進する
ために、どのように施
策展開を図っていく
のか

No. 歳出抑制の考え方

1
保育所再編等推進計画に基づき、保育所施設の統廃合を推進することで、施設の維持管理経費、保育所運営経費の削減等を

行い、歳出の抑制を図る。

1 子育てと仕事の両
立支援

ＡＣＴＩＯＮ
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01

Ⅳ ①

① ②

○ 開設状況

対象児童：小学校1年生から4年生

年間開設日数：291日

開設時間：授業終了後～午後6時30分（長期休業期・土曜日は午前7時30分～）

児童数（平均）

峰山 43人・峰山長岡 25人・峰山吉原 12人・大宮 57人・大宮周枳 27人

網野 13人・網野南 26人・網野北 22人・丹後 17人・弥栄 29人・久美浜 32人

○ 児童送迎車運転委託料（送迎車：11台） 7,961千円

○ 放課後児童健全育成事業委託料 96,729千円

○ 工事請負費（峰山：トイレ及び床改修・駐車場防犯灯取付） 887千円

○ その他経費（燃料費、光熱水費、修繕料、保険料ほか） 3,760千円

99.8 %

放課後児童健全育成事業

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

決 算 額

109,548千円

最 終 予 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 放課後児童健全育成事業利用料

府補 のびのび育つ子ども応援事業補助金（2/3）

のびのび育つ子ども応援事業補助金（2/3）

使用料

保護者の就労等により放課後及び長期休業中の家庭保育に欠ける小学校1年生から4年生の
児童を対象に、適切な遊びや生活の場を提供した。

峰山放課後児童クラブは、利用希望が多く、また環境の改善を図り安心して活動できる場
所を確保するため、峰山町長岡地内（旧丹後自動車運転免許練習場内）に移設し、平成23年
7月21日から開所した。

児童クラブの運営業務については、京丹後市総合サービス㈱へ委託した。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 基本方針

02児童福祉費03民生費 01児童福祉総務費

不 用 額

計画項目

02放課後児童健全育成事業

決算書 Ｐ.142

事 業 所 管 課

109,337千円

目
的

評
価
・
課
題
等

教育委員会事務局／子ども未来課

211千円

保護者の就労等により放課後の家庭保育が欠ける児童に対し、適切な遊び及び生活の場を
与えることにより、その健全な育成を図る。

679千円

16,349千円

主
な
財
源

児童に適切な遊びと生活の場を提供し児童の健全育成に努めるとともに、保護者に対しては、
仕事と子育ての両立支援を図ることができた。

放課後児童健全育成事業利用料滞納繰越分 43千円

19,012千円

使用料 公有財産使用料 6,038千円

国補

- 3 -



01

Ⅳ ①

① ②

○ 乳幼児保育委託料

・ゆうかり乳児保育所

定員35人 平成24年3月入所児童数 = 33人

○ 保育所運営委託料

・峰山保育所

定員150人 平成24年3月入所児童数 = 119人

通常保育業務

延長保育業務

休日保育業務

障害児保育業務

一時預かり業務

その他（福祉人材確保・サービス等）

・網野保育所

定員90人 平成24年3月入所児童数 = 92人

通常保育業務

延長保育業務

休日保育業務

障害児保育業務

一時預かり業務

その他（福祉人材確保・サービス）

○乳児保育希望に対し、待機児童を生じることなく受入することができた。また、保育所運営委
託に伴い、保育時間の延長、休日保育の実施、受入対象年齢の拡充を図るなど、多様な保育ニー
ズに対応できた。
○これらのことを通じて、保護者の子育てと仕事の両立支援が図られた。

事 業 所 管 課

03民生費

215,701千円

目
的

評
価
・
課
題
等

保育業務委託事業

教育委員会事務局／子ども未来課

5千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

決 算 額

生涯学習都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

負担金 保育料現年度分

諸収入 延長保育利用料

46,854千円

860千円

1,941千円

1,942千円

乳児保育の充実のため、民間認可保育所に保育を委託する。また、多様化する保育ニーズ
に応えるため、2か所の公立保育所の運営を社会福祉法人に委託する。

民間認可保育所の「ゆうかり乳児保育所」に、2か月以上児から2歳児までの保育を委託
し、産休明け・育休明けの保育ニーズに対応した。また、公立保育所である「峰山保育
所」、「網野保育所」の運営業務を社会福祉法人に委託し、朝・夜の保育時間の延長、休日
の保育、更に受入対象年齢の拡充などを図った。

03保育所委託事業

決算書 Ｐ.150

215,706千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

62,038千円

国負 保育所運営費負担金（1/2） 19,032千円

823千円

府負 保育所運営費負担金（1/4） 9,516千円

府補 休日・夜間保育事業費補助金 1,495千円

1,331千円

6,701千円

65,213千円

77,988千円

2,606千円

1,942千円

3,883千円

1,331千円

6,701千円

74,396千円

90,859千円

168,847千円
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02

Ⅳ ①

① ②

○ゆうかり乳児保育所保育事業補助金

・延長保育促進事業 4,853千円

延長保育実施のための人件費等

延長保育利用児童数 年間延べ531人

・福祉施設人材確保・サービス向上事業 595千円

（玄関塗装工事、遊戯室軒樋修繕、職員研修）

決 算 額

事 業 所 管 課

03民生費

5,448千円

目
的

評
価
・
課
題
等

保育所保育事業等補助金

教育委員会事務局／子ども未来課

0千円

民間認可保育所である「ゆうかり乳児保育所」が行う延長保育などの実施に対し補助を
行った。

計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

生涯学習都市

03保育所委託事業

決算書 Ｐ.150

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 延長保育促進事業費補助金（2/3）

5,448千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率

100.0 %

(②－①)不 用 額

3,235千円

基本方針

○乳児の延長保育の実施により、子育てと仕事の両立支援を図った。
○施設修繕及び職員研修への支援を行うことで、乳児保育の受入体制を整え、多様な保育ニーズ
に対応した。

乳児保育等の特別保育事業の推進のため、事業の円滑な運営ができるよう体制作り等に対
して補助金を交付する。

府補 福祉人材確保・サービス向上補助金（1/2） 298千円

- 5 -



01

Ⅳ ①

① ②

＜工事の概要＞

・土工 1 式

・植生マット ㎡

・かごマット ㎡

・移植工 1 式

＜支出内訳＞

○ 委託料

・峰山保育所災害測量設計業務 210千円

○ 工事請負費

・峰山保育所法面災害復旧工事 1,333千円

崩落箇所を復旧することにより、保育所児童の安全が確保できた。

事 業 所 管 課

11災害復旧費

1,542千円

目
的

評
価
・
課
題
等

民生施設災害復旧事業

教育委員会事務局／子ども未来課

1千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

04厚生労働施設災害復旧費 01民生施設災害復旧費

決 算 額

生涯学習都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

市債 民生施設災害復旧事業債

19

24

平成23年5月29日から30日に発生した台風2号豪雨により峰山保育所園庭側法面が崩落し
たため、児童の安全を確保するため法面災害復旧工事をするもの。

平成23年5月29日から30日に発生した台風2号豪雨により崩落した峰山保育所園庭側法面
について従前の機能回復を図るため、復旧工事を行った。

01民生施設災害復旧事業

決算書 Ｐ.366

1,543千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

1,300千円
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01

Ⅳ ①

① ②

○母子生活支援施設入所措置について

平成23年度の入所者：4人（2世帯）

（京都府立東山ファミリーホーム入所のため、負担金なし）

・施設入所面談職員旅費

○助産施設入所措置について

0 2 1 0 1

・助産施設入所措置費（1件） 231千円

母等と監護される児童が福祉に欠ける場合には母子生活支援施設に母子を保護し、経済的
理由で入院助産が出来ない場合は助産施設に措置することで、福祉の向上を図る。

03児童入所施設措置事業

決算書 Ｐ.146

262千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率不 用 額 (②－①)

生涯学習都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国負 児童入所施設措置費等負担金

児童入所施設措置費等負担金

21千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 02児童措置費

決 算 額

58千円

事 業 所 管 課

03民生費

252千円

目
的

評
価
・
課
題
等

児童入所施設措置事業

健康長寿福祉部／生活福祉課

10千円 96.1 %

平成23年度

利用件数

○DV被害者等に対して、保護、支援を行い、福祉の向上を図ることができた。今後もDV被害者
等の自立に向け、引き続き支援等を行う。
○経済的に入院助産が受けられない妊産婦に対して指定助産施設の提供を行った。今後も安心し
て出産ができるよう助産施設提供の支援を行う必要がある。

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

116千円

府負

- 7 -



01

Ⅳ ①

① ②

○子ども手当給付費 1,017,450千円

H23年2月～9月支給額内訳

延べ児童数

千円

千円

千円

千円

千円

千円

H23年10月～H24年3月支給額内訳（特別措置法）

延べ児童数

千円

千円

千円

千円

千円

千円

○ 事務経費（説明会旅費、消耗品費、封筒印刷代、郵送料） 1,348千円

子ども手当システム改修費負担金 4,847千円

過年度子ども手当負担金確定に伴う返還金 849千円

年2回の制度改正に伴う事務処理及びシステム改修において、スムーズに移行ができ、適正な処
理により子ども手当を支給することができた。

286,850

子ども手当の支給について、平成23年9月までの延長された「平成22年度子ども手当の支
給に関する法律」及び平成24年3月までの支給を定めた「平成23年度子ども手当の支給に関
する特別措置法」に基づき手当の支給を行った。

次世代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で支援するため、子ども手当を支給
する。

合計 25,526

40,530

中学生 10,000円 5,773 57,730

小学校修了前 第3子以降 15,000円 2,702

14,970

3歳以上～ 第1.2子 10,000円 13,435 134,350

区 分 支給月額 金 額

0～3歳未満
被用者

15,000円
2,618 39,270

非被用者 998

170,144

合計 56,200 730,600

377,455

小学校修了前 第3子以降 5,983 77,779

74,113

非被用者 2,393 31,109
0～3歳未満

被用者

一律
13,000円

5,701

3歳以上～ 第1.2子 29,035

中学生 13,088

事 業 所 管 課

03民生費

1,024,494千円

目
的

評
価
・
課
題
等

子ども手当支給事業

健康長寿福祉部/生活福祉課

21千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 02児童措置費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国負 子ども手当負担金

区 分 支給月額 金 額

04子ども手当支給事業

決算書 Ｐ.146

1,024,515千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

781,942千円

府負 子ども手当負担金 123,251千円

府補 子育て支援特別対策事業費補助金 4,846千円
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01

Ⅳ ①

① ②

○児童扶養手当

※平成22年8月分より父子家庭も児童扶養手当対象家庭となった。

※ひとり親家庭の内訳（母子家庭557世帯、父子家庭131世帯）

※平成24年3月末児童扶養手当対象者の内訳

全部支給：205人、一部支給：274人、全部停止：68人 合計：547人

○特別児童扶養手当

対象者数：101人（うち平成23年度新規認定者：6人）

・児童扶養手当管理システム保守委託料 263千円

・児童扶養手当システム改修委託料 2,100千円

・児童扶養手当管理システムサーバ購入費 652千円

・児童扶養手当給付費 221,470千円

・過年度国庫支出金返還金 132千円

・その他事務費（旅費、消耗品費、通信運搬費） 424千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

225,048千円

最 終 予 算 額

国負 児童扶養手当給付費国庫負担金

国委 特別児童扶養手当事務委託金

02児童扶養手当等支給事業

決算書 Ｐ.146

離婚等により父親もしくは母親のいない家庭の児童の心身が健やかに成長するように、そ
の家庭の生活の安定と自立の促進のため、その児童を監護する母または父等に児童扶養手当
を支給した。

また、身体や精神に中程度以上の障害のある児童を家庭で養育、介護している保護者に対
して支給される特別児童扶養手当について、京都府への申請書等進達事務を行った。（支給
額：1級 月額50,550円、2級 月額33,670円）

決 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

99.9 %

基本方針 計画項目

不 用 額

平成24年3月末

ひとり親家庭数 510世帯 652世帯

163千円

74,325千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 02児童措置費

生涯学習都市

児童扶養手当対象者 453人

事 業 所 管 課

03民生費

225,041千円

目
的

評
価
・
課
題
等

児童扶養手当等支給事業

健康長寿福祉部／生活福祉課

7千円

688世帯

平成23年3月末

554人 547人

平成22年3月末

○離婚等によりひとり親となった家庭に対し、手当を支給することにより、その家庭の生活の安
定と自立促進を行うことができた。
○支給可能な世帯の申請漏れがないよう、今後も周知徹底をしていく必要がある。

離婚等により父親もしくは母親のいない家庭の児童、身体や精神に中程度以上の障害のあ
る児童が健やかに成長するよう、その家庭の生活の安定と自立の促進を目的とする。

児童扶養手当受給者数 388人 484人 479人

うち新規認定者数 58人 147人 59人
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01

Ⅳ ①

① ②

○ 保育所遊具安全対策事業

・遊具更新等に係る設計監理委託料

・大型遊具撤去・更新工事請負費

撤去14基（複合遊具1基含む）、更新15基

○ プレパパ＆ママ支援事業

・消耗品（人形用紙おむつ、おむつカバー、バス用品ほか）

・備品購入（沐浴人形4体、妊婦体験シュミレーター3ｾｯﾄ）

子育て教室の開催 3回 延べ22組

学校等への貸出し 小学校：5校(5回)、中学校：3校(4回)

事 業 所 管 課

03民生費

11,690千円

目
的

評
価
・
課
題
等

地域子育て創生事業

教育委員会事務局／子ども未来課

2千円 99.9 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 子育て支援特別対策事業費補助金（10/10）

09地域子育て創生事業

決算書 Ｐ.144

11,692千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率不 用 額

計画項目

01児童福祉総務費

(②－①)

生涯学習都市

老朽化の著しい保育所遊具を更新して児童の安全対策を図るとともに、妊婦とその夫を対
象とした子育て教室などを開催し、子育て支援、子育てに関する知識を深める。

11,222千円

基本方針

決 算 額

442千円

11,114千円

保育所に設置している大型遊具の老朽化が著しく、保育における児童の安全確保を図るた
め、遊具の更新を行った。また、妊婦とその夫を対象に子育て教室を開催し、沐浴人形・妊
婦体験シュミレーターを活用した体験学習の実施などにより子育て支援を図るとともに、小
中学校に体験用具を貸し出し、子育てに関する知識を深めた。

○老朽化した保育所遊具の更新により、児童の安全対策を図り、保育所児童等の健やかな成長を
促した。
○沐浴人形やシュミレーターを活用し妊婦体験や乳児の入浴体験などを体験することにより、子
育ての大変さ・大切さと知識の向上を図ることができた。

134千円

576千円

10,647千円

467千円

保育所名

4基（うち、複合遊具1基）

久美浜保育所

宇川保育所

島津保育所

網野みなみ保育所

網野保育所

五箇保育所

峰山保育所

2基

1基

遊具数

2基

1基

1基

4基

- 10 -



01

Ⅳ ①

① ②

○児童福祉全般に係る事務を円滑に行うための経費

関係機関との会議、協議のための旅費等

火災保険料（久美浜町佐野、須田地区児童館）

○公用車管理経費 （燃料費・修繕料・車検経費等）

事 業 所 管 課

03民生費

829千円

目
的

評
価
・
課
題
等

児童福祉総務一般経費

教育委員会事務局／子ども未来課

70千円 92.2 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 01児童福祉総務費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

児童福祉業務を円滑に遂行するための公用車管理経費及び火災保険料等経費

41千円

50児童福祉総務一般経費

決算書 Ｐ.146

899千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

児童福祉業務を適切に実施することができた。

18千円

770千円
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Ⅳ ①

① ②

〔支出内容〕

1．保育所の運営に関する経費

○ 保育材料費ほか消耗品費 19,474千円 ○ 給食賄材料費

○ 施設備品、保育備品 ○ コピー機借上料

○ 砂場の砂、園庭の土 ○ その他運営費

2．施設の維持管理に関する経費

○ 電気代・水道利用料など ○ 灯油代・ガス使用料

○ 施設・備品等一般修繕 ○ 通信運搬費

○ し尿汲み取り手数料 ○ その他手数料

○ 施設警備委託料 ○ 浄化槽維持管理

○ その他委託料 ○ 清掃用具借上料ほか

○ 施設等維持管理工事（ガス施設改修、遊具撤去ほか）

○保育に欠ける児童を待機させることも無く預かることができ、保育所として円滑な運営を実施
することができた。

162,142千円

諸収入 保育所職員給食費 14,902千円

諸収入 幼稚園給食費

1,454人

95,352千円

1,082千円 171千円

（平成24年3月31日現在）

計 25 351人 1,103人

148人

久 美 浜 町 5 65人 216人 281人

弥 栄 町 5 36人

網 野 町 4 84人 193人

峰 山 町 5 32人

112人

丹 後 町 2 49人 101人

大 宮 町 4 85人 268人

3歳未満 3歳以上

事 業 所 管 課

03民生費

177,266千円

目
的

評
価
・
課
題
等

保育所管理運営事業

教育委員会事務局／子ども未来課

2,984千円 98.3 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

負担金 保育料現年度分

30,153千円

1,389千円

213人

保育所数

保護者の就労等で、家庭での保育に欠ける児童を保護者の申込みに基づき、保護者に代
わっての保育を実施する。

25保育所において、保護者の就労等により保育に欠ける状況にある児童を保育するため、
保育材料費、賄材料費や施設の維持管理経費など、必要な経費を支出した。

合計

180,250千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

371千円

2,213千円

573千円

02保育所管理運営事業

決算書 Ｐ.148

245人

353人

277人

150人

441千円

222千円

176千円 197千円

3,064千円

14,240千円

3,822千円 1,924千円

2,624千円
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Ⅳ ①

① ②

○ 委託料

・島津保育所耐震補強工事実施設計業務

・島津保育所代替施設改修工事実施設計業務

・その他（遊具設置設計監理委託料、引越委託料ほか）

○ 使用料及び賃借料

・峰山管内保育所賃貸借業務（設置費用）

・久美浜管内保育所賃貸借業務（設置費用）

○ 工事請負費

・遊具整備

峰山仮設保育所 9基、久美浜仮設保育所2基、溝谷保育所 2基

・峰山仮設保育所、久美浜仮設保育所関連工事

・島津保育所代替施設改修工事

○ 備品購入費

・児童送迎車両購入

峰山仮設保育所 4台、久美浜仮設保育所 2台、溝谷保育所 2台

○ その他（仮設保育所諸手続き、通所バス諸経費ほか）

■平成24年度への繰越事業

峰山仮設保育所整備工事 平成24年8月完成

島津保育所代替施設整備工事 平成24年5月完成

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 142,448千円

実質的な予算執行率 99.7％

児童福祉施設整備事業債（一般財源化分） 1,200千円

7,600千円

市債 児童福祉施設整備事業債（合併特例債） 21,200千円

市債 児童福祉施設整備事業債（過疎対策債） 7,600千円

京丹後市保育所再編等推進計画に基づき、耐震対策として、仮設保育所の整備、代替施設
の改修、遊具整備、通所バスの整備を図る。

峰山管内（吉原、長岡、新山、丹波）、久美浜管内（湊、神野、田村）の仮設保育所の整
備に加え、通所替えに伴い保護者負担を考慮した児童用送迎バスを購入した。また、島津保
育所代替施設を保育所用に改修すると共に、耐震対策に伴う遊具の整備、島津保育所耐震補
強工事に係る実施設計を行った。

06保育所整備事業

決算書 Ｐ.152

149,755千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（仮設保育所等整備･移転事業）

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債）

3,229千円

28,717千円

20,002千円

市債

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

決 算 額

生涯学習都市

○京丹後市保育所再編等推進計画に基づいた仮設保育所の整備及び耐震補強工事の実施設計がで
きた。
○国が進めようとしている子ども・子育て新システムの状況を十分に把握しながら、保育所再編
計画を踏まえ、市域全体で就学前教育が享受できる体制づくりを進める必要がある。

事 業 所 管 課

03民生費

142,031千円

目
的

評
価
・
課
題
等

保育所施設耐震化事業

教育委員会事務局／子ども未来課

7,724千円 94.8 %

1,361千円

473千円

2,468千円

7,307千円

6,028千円

32,636千円

55,437千円

6,457千円

5,225千円
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Ⅳ ①

① ②

＜施設の概要＞

○敷地面積：9,141.54㎡

○建築物概要：保育所棟（木造一部鉄筋コンクリート造） 2,568㎡

バス車庫（鉄骨造） 149㎡

屋外倉庫ほか 90㎡

○その他構築物：プール2か所、四阿2か所、園庭遊具9基ほか

＜支出内訳＞

○工事請負費

建物本体工事（建築主体・電気設備・機械設備）

洪水調整池築造工事（床面の舗装）

その他工事（光ケーブル引込、機械警備機器設置）

○備品購入費

通所バス（3台）

保育備品（児童用机、児童用椅子、乳児用ベッドほか）

事務備品（会議用机、椅子、ロッカーほか）

その他備品（電化製品、業務用電話ほか）

○委託料

施工監理委託料（工事監理、設計意図伝達）

その他委託料（引越し、竣工式会場設営等）

○その他

消耗品費、開所に係る諸手続き費用、車両購入諸経費等

事 業 所 管 課

03民生費

953,335千円

目
的

評
価
・
課
題
等

大宮北保育所整備事業

教育委員会事務局／子ども未来課

337千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国補 温室効果ガス吸収源対策森林整備事業費補助金

市保育所再編等推進計画に基づき、口大野、河辺、善王寺の3保育所の統合を行うため、新
保育所施設を整備する。

289,475千円

市債

953,672千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

07大宮北保育所整備事業

決算書 Ｐ.152

895,545千円

2,460千円

614千円

8,788千円

2,167千円

2,077千円

○3保育所の統合による保育所の新設に合わせて、乳児保育（0歳児）・土曜午後の保育の実施な
ど、多様な保育ニーズに対応できる体制が構築できた。
○耐震基準を満たしている新施設で保育が行うことができるようになり、安全で安心な環境を整
えることができた。

平成24年4月から開所するため、新保育所施設の建築工事等施工するとともに、統合に伴
う児童送迎バス（3台）、0歳児からの低年齢児保育を実施するのための保育備品などを購入
した。

児童福祉施設整備事業債（一般財源化分） 234,600千円

市債 児童福祉施設整備事業債（合併特例債） 395,800千円

14,832千円

14,146千円

3,728千円

8,978千円
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① ②

〔支出内容〕

1．保育所運営に関する経費

○ 臨時職員（保育士、調理員）賃金及び共済費

○ 健康診断実施手数料（非常勤職員）

○ 給食調理業務委託料（市内17保育所）

○ 児童送迎運行、遠足等バス借上費用等

○ 保育所用地及び建物火災保険料

○ 広域入所委託料（豊岡市への入所委託費）

○ 認可外保育施設運営費補助等（こどもの森保育園）

○ その他（日本スポーツ振興センター・府保育協会負担金ほか

2．児童の健康管理に関する経費

○ 嘱託医報酬（内科、歯科）、費用弁償等

○ 入所児童の尿・ぎょう虫検査手数料等

3．職員の研修に関する経費

○ 講師謝礼、研修等参加旅費、負担金等

4．一時預かり事業関係経費

○ 臨時等職員賃金、保育材料費

延べ利用児童数 （大宮南保育所 85人、網野みなみ保育所 120人、

こうりゅう保育所 99人、丹後保育所 124人）

保育所運営を実施するために必要な、施設管理、職員確保、児童・職員の健康管理などの業務
を実施することで、円滑な保育所運営に寄与することができた。

433千円

878千円

7,855千円

428人

8,646千円

国補 次世代育成支援対策交付金（1/2） 1,560千円

684千円

87千円

7,740千円

6,189千円

233千円

70,523千円

17,701千円

2,696千円

府補 子育て支援特別対策事業費補助金 998千円

227,848千円

国負、府負 保育所運営費負担金（広域入所分1/2、1/4） 71千円

50保育所一般経費

決算書 Ｐ.154

549,123千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

負担金 保育料現年度分

諸収入 広域入所児童受託保育料、延長保育料、保育所給食調理機器類貸付料ほか

保育所入所児童の健康管理、臨時職員の雇用、職員等の研修、児童の送迎バス運行、給食
調理業務等により保育所の円滑な運営を図る。

保育所における保育を円滑に実施するため、臨時保育士の雇用や児童の健康管理経費、給
食調理業務や広域入所委託費などの必要経費と、職員の資質向上のための研修経費を支出し
た。

432,718千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

事 業 所 管 課

03民生費

547,737千円

目
的

評
価
・
課
題
等

保育所一般経費

教育委員会事務局／子ども未来課

1,386千円 99.7 %

不 用 額
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○ファミリーサポートアドバイザー経費（会員間のコーディネート業務）

臨時職員賃金

アドバイザー旅費（研修会参加 2回）

○講習会等開催経費

子育て講演会講師謝礼（1回）

＜講習会等の内容＞

・スキルアップ講習会（9月8日開催 参加者 10人）

応急手当講習（消防本部出前講座）

・子育て講演会（10月6日開催 参加者 ファミサポ会員 <保護者4人・子ども3人>）

地域子育て支援センターとの共催事業

○その他の運営経費

消耗品代

補償保険料

ネットワーク事業参加負担金

※会員数（平成24年3月末）

・おねがい会員 87人 （平成23年3月末 78人）

・まかせて会員 41人 （平成23年3月末 38人）

・両方会員 9人 （平成23年3月末 10人）

※活動延件数 323件 利用者実人数 16人

766千円

153千円

10千円

756千円

10千円

10千円

50千円

05ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業

決算書 Ｐ.144

949千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国補 次世代育成支援対策交付金

生後約2か月～小学校3年生までの子どもをもつ子育て中の方を対象に、子どもの預かり等
の援助を受ける方と援助を行う方からなる会員間の援助活動を推進する。

家庭で起こりやすい子どもの怪我や事故などの応急手当の方法を身につけるための講習会
や、地域子育て支援センターとの共催による子育て講演会を開催するなど、新規会員の増加
と会員相互の交流を図りながら、利用拡大に努めた。

97.8 %929千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業

20千円

52千円

51千円

事業内容の周知によりおねがい会員数が徐々に増えているが、まかせて会員の伸び悩みがある
ため、色々な機会を捉えて増加に向けた周知を行う。

不 用 額

基本方針

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費

生涯学習都市

01児童福祉総務費

計画項目

03民生費

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／子ども未来課

816千円
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○家庭内で子育てをしている保護者の育児を支援する事業

※決算額（9,561千円）は、実績額から職員人件費を除いた額

○臨時職員賃金及び共済費

○子育て講演会 講師謝礼

開催日：10月6日 （ファミリーサポートセンターとの共催で実施）

場所：アグリセンター大宮、参加者：保護者93人・子ども100人

○子育て講座講師謝礼（開催回数：5回）

○親子体操教室講師謝礼（開催回数：30回）

○駐車場用地使用料（峰山地域子育て支援センター） 925.27㎡

○溝谷集会施設使用料（弥栄地域子育て支援センター）

○その他の経費（職員研修旅費、消耗品費、通信運搬費など）

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

9,613千円

最 終 予 算 額

子ども同士のふれあいの場、保護者の育児相談及び交流の場を提供することにより、子育
てに対する保護者の不安の解消や保護者同士のコミュニケーションを図ったり、講演会を開
催するなど、地域に密着した子育て支援を推進した。

04子育て支援ｾﾝﾀｰ事業

決算書 Ｐ.150

3,209千円

子育ての支援

執 行 率(②－①)

次世代育成支援対策交付金

保育所入所前の子育て家庭のため、子育て相談や遊びの場の提供等の育児支援活動を通し
て、地域に密着した子育て支援の基盤形成を図る。

形態

基本方針 計画項目

99.4 %

不 用 額決 算 額

実施場所
延利用人数

国補

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

生涯学習都市

保護者

事 業 所 管 課

03民生費

9,561千円

目
的

評
価
・
課
題
等

子育て支援ｾﾝﾀｰ事業

教育委員会事務局／子ども未来課

52千円

うち職員人件費 児童

センター型 大宮南保育所 8,587千円 2,585人 2,052人9,895千円

ひろば型

峰山保育所 －

丹後こども園 8,842千円

こうりゅう保育所 8,690千円

1,567人 1,310人

網野みなみ保育所 8,774千円 2,191人 1,903人10,054千円

2,774千円

1,499人 1,148人

溝谷集会施設 － 1,269人 1,009人1,578千円

10,167千円

1,821人

34,893千円 10,932人

9,960千円

80千円

25千円

9,019人

8,106千円

実績額

○保育所入所前の子育て家庭のため、子育て相談や遊びの場を提供することにより子育てに対す
る不安の解消や保護者同士のコミュニケーションが図られた。
○市内6か所の子育て支援センターで、年間延べ保護者9,019人・児童10,932人と多くの利用
があり、地域に密着した子育て支援の推進につながった。
○利用者が多く、定員の関係上、利用者は、週1回程度しか利用できない状況にあるため、利用者
の利用機会の確保の検討が必要である。

合 計

事務局 － －－

44,454千円

26千円

1,597人

160千円

356千円

41千円

793千円
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01

Ⅳ ①

① ②

○子育て短期支援事業委託料

実施箇所：峰山乳児院、峰山乳児院付設幼児寮

（述べ利用児童数等）

0・1歳児 生活保護世帯（利用なし）

母子父子・非課税世帯（17人）

その他の世帯（23人）

2歳児以上 生活保護世帯（108人）

母子父子・非課税世帯（165人）

その他の世帯（47人）

事 業 所 管 課

03民生費

1,752千円

目
的

評
価
・
課
題
等

子育て短期支援事業

教育委員会事務局／子ども未来課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費 03保育所費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

国補 次世代育成支援対策交付金

保護者の就労や疾病等により、家庭で養育することが一時的に困難になった場合に、夜間
（泊まり）も含め、該当児童を乳児院等で一定期間の養育を行う。

814千円

家庭において、保護者が疾病その他の理由において児童を養育することが一時的に困難と
なった児童（小学校第4学年まで）に対し、保護者に代わって養育する事業を社会福祉法人み
ねやま福祉会に委託し実施した。
（延べ利用児童数360人）

1,752千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

05子育て短期支援事業

決算書 Ｐ.152

129千円

743千円

594千円

123千円

163千円

1,752千円

核家族化の進行や共働き家庭の増加により、緊急的・一時的な保育のニーズも高まっている中
で、そのニーズに応えることができた。
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01

Ⅳ ①

① ②

○ 事業実績額

報償費 京丹後市要保護児童対策地域協議会講演会 講師謝礼（1回） 100千円

旅費 担当者会議・研修旅費等 97千円

需用費 事務用品費（消耗品等） 79千円

印刷制本費（封筒印刷等） 56千円

マグネットメモホルダー（虐待予防啓発物品） 1,546千円

23,000個作成（全戸、転入世帯等へ配布）

負担金 京都府家庭相談員連絡協議会負担金 10千円

○ 京丹後市児童相談等取扱件数（児童票を起こしたもの）

02児童福祉費 01児童福祉総務費

決算書 Ｐ.144

1,904千円

事 業 所 管 課

03民生費

1,888千円

目
的

評
価
・
課
題
等

家庭こども相談室事業

教育委員会事務局／子ども未来課

基本方針 計画項目

予 算 科 目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補

家庭における適正な児童の養育及び家庭児童の福祉の向上を図る。

決 算 額

04家庭こども相談室事業

家庭児童の福祉の向上のため、支援の必要な児童・家庭（児童虐待・養育力危惧・不登
校・育児不安等）について、相談援助活動・家庭訪問指導等を行うとともに、要保護児童対
策地域協議会の充実や連携を図り、情報共有・支援・対応の検討など行った。

細 事 業 名

総 合 計 画

子育て支援特別対策事業費補助金（10/10）

種
別

養
護

保
健

（

再
掲
）

計

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率(②－①)

生涯学習都市

不 用 額

16千円 99.1 %

1,649千円

障
害

非
行

育
成

そ
の
他

詳
細

性
格
行
動

不
登
校

適
正

児
童
虐
待

そ
の
他

67 111

育
児
・
し
つ
け

（
い
じ
め
）

16 4 10

○児童虐待防止のための啓発物品を全戸配布し、虐待等の早期発見・虐待防止の意識付けにつな
げることができた。
○要保護児童対策地域協議会の充実による関係機関との連携強化、家庭子ども相談室の的確な対
応支援の大切さを実感する中、養育力不足・不登校・児童虐待・引きこもり・DV等さまざまな家
庭や児童の状況が見られるため、今後も丁寧な関わりや対応支援の必要がある。

2 (1) 222
件
数

0 1 4 7
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01

Ⅳ ①

① ②

○ 報酬（審議会委員） 委員：10人 3回開催 76千円

○ 旅費（費用弁償） 9千円

審議会開催状況

保育所再編等推進計画の当面の推進予定について

公設民営施設（峰山保育所）視察

委員の任期満了に伴う委員の委嘱

保育所再編等推進計画の取り組み状況、幼保一体化について

保育所再編等推進計画の進行状況、幼保一体化について

保育施設（峰山仮設保育所・大宮北保育所）視察

(②－①)

生涯学習都市

01児童福祉総務費

平成23年4月27日

平成23年7月15日

平成24年2月29日

次世代育成支援対策行動計画（後期計画）及び保育所再編等推進計画の進行管理について
審議を行う。

平成21年度に策定した次世代育成支援対策行動計画（後期計画）と平成22年度に見直しを
行った保育所再編等推進計画に基づく事業の実施状況等について、現場確認なども行いなが
ら進行管理を行った。

52.1 %

08子ども未来まちづくり審議会事業

決算書 Ｐ.144

163千円

最 終 予 算 額

子育ての支援

執 行 率

85千円

目
的

評
価
・
課
題
等

子ども未来まちづくり審議会事業

78千円

次世代育成支援対策行動計画（後期計画）及び保育所再編等推進計画に基づき、現場の運営状
況や地域との協議状況の報告を受けながら、進行管理を行った。

不 用 額

基本方針 計画項目

決 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02児童福祉費03民生費

事 業 所 管 課 教育委員会事務局／子ども未来課

主
な
財
源
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